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ひ ま わ り ふ ぁ み り ー か る た      written by Daisuke 

思いがけず、中国の内蒙古自治区のフフホトに行ってきました。先日受け入れした杜鵑

（Du Juan）のところに行ってきました。杜鵑との出会いは受け入れした時から新鮮でし

た。ハオチーだけしか知らなかったのに、ハオフーが分かった瞬間にハオティンとか同じ

ような形のものが分かりました。行ってからもマーとかラーとか使い方が分かったような

気がして、「中国語って実は文法簡単かも」と勝手に思いました。広い中国、みんなも知っ

ているように中国語=北京語（ペイジンファー、マンダリン）だけではない。杜鵑がバイト

をお願いした内蒙古大学の学生で蒙古族の小徳（Sho Tei）が一緒だったので、モンゴル

語にも多少触れました。ウルルンみたいに蒙古族の青年達とモンゴル相撲をした事はとっ

ても印象的で忘れられない思い出になりました。機会を勝手に作ってこれからもたくさん

報告したいと思います。 

青少年達も帰国しました。実はまだ今日の段階で一度も報告は聞いていませんが、良い

交流だったと言うことは耳に入っています。これからが大切！自分たちが体験した体験談

をぜひふぁみりーのメンバーみんなが共有できるくらい話しましょう。青少年達も自分の

蒙古交流に負けないぐらいたくさん喋って下さいね。自分の話をたくさんする。そして出

来ればみんなも真似をして共有しよう。次は青少年に続いて自分が１１月に短いですがア

ッパ交流（韓国）に行ってきます。 

オドロキの１６番を歌うのがみんなすごくなってきましたね。この勢いでもって講演会

の準備もしよう。ミルカツやアメちゃんなど一緒に１６番を歌おうと言ったお父さん達が

歌ってくれるのがとっても嬉しいです。アリエルが１６番を英語で歌ったりと講演会まで

はオドロキ１６で突っ走ります。みんなも聞いてね。 

ひらりのファミリー名が決まったらしいです。「だいだいファミリー」（間違っていたら

ごめんなさい）アット君の言葉からつけたファミリー名みたいです。みんなもぜひだいだ

いファミリーにも可能であれば参加してね。ファミリーに行った数だけ話せるようになり

ますよ。 

まずは「だいだいファミリー」の立ち上げ講演会を盛り上げよう。そして講演会が終わ

ると１０月には肉丸が声をかけているひまわりふぁみりー初の合宿も待っています。まだ

正式決定していませんが、１０月の２８日（土）２９日（日）にかけて開催できないか準

備中です。エギちゃん（フーリエをフォーラムで榊原さんの横で歌ったメンバー）が来る

かも？！参加希望者を募って、人数に余裕があれば他のファミリーのメンバーも！ 

交流は帰国してからが大切、体験を共有すると行ってない人も行った気に

なれますね。他の人が出会った人の数まで言葉が増える。素敵だね。 
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